
日本基督教団 八ヶ岳伝道所 降誕後第一主日礼拝  NO.1152  2020 年 12 月 27 日 

牧師  山本護   奏楽 山本恵美    第一部礼拝  司式  青柳明美    9:30~10:30 

※讃美は二番まで歌います               第二部礼拝   司式  辻りち子      11:00~12:00                                                             

前  奏 黙想 

讃 美 歌  24 父のかみよ、夜は去りて 

祈  禱 

聖  書 出エジプト記 4:21~22 

マタイによる福音書 2:19~23 

讃 美 歌 121 まぶねのなかに 

説  教 『神の長子と旅をし一体になる』 

祈  禱 

讃 美 歌  122 みどりもふかき 

献  金 

讃  詠  547 いまささぐるそなえものを 

黙  禱 

主の祈り  564 

頌  栄 539 あめつちこぞりて 

祝  禱  

後  奏 ※信仰告白は当面省略します。 

 ヘロデ王の殺害計画を夢で知らされたヨセフ一家は間一髪エジプトへ逃れ(ﾏﾀｲ 2:14)、イエスは生ま

れた直後から難民になった。イスラエルにも難民史が刻印されている。エジプトで奴隷にされ、アッ

シリアやバビロニアなど大国に捕囚されるという苦難の歴史。深読みすれば、あたかもイエスがイス

ラエルの苦難を追体験しているように見える。イエスは民の苦しみを負う具体的な救い主なのだろう。 

うめき声さえ聞こえるイエスの追体験は、男児殺害の衝撃的な事件。ヘロデはイエスの居場所が分

らず、ベツレヘム周辺の幼い男児全員を殺した(ﾏﾀｲ 2:16)。遠い昔エジプトでも、モーセ誕生に関連し

てよく似た事件が起こった(出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 1:22)。このことからイエスは、モーセ(2:10)とも重ね見られる。 

主なる神はモーセにこう命じた。「あなたはファラオに言うがよい。主はこう言われた。〔イスラエ

ルはわたしの子、わたしの長子である(4:22)〕」。長子とは何か。強権的なエジプトに対してはイスラ

エルが神の長子であり、世の民に対してはイエスが神の長子にほかならない。神の長子であるがゆえ

にイスラエルの民は、40 年もの荒野の旅を生き延びた。絶望的な危機には神が直接御手を差し伸べ、

挫折しかける民の信仰と希望を鍛え上げた。イエスを神の長子と仰ぐ私たちは、地図なき旅を長子の

聖霊に導かれて進む。ただイエスはまだ幼子、ひとまず長子を連れたヨセフに従おうか(ﾏﾀｲ2:21~23)。 

ヨセフはいつも、夢に現われる天使の言葉で重大な決断をした。マリアが懐胎した時(1:20)、エジ

プトへ逃げる時(2:13)、イスラエルに帰郷する時(2:19~20)、分割統治されていた北方のガリラヤに移

住する時(2:22~23)。ヨセフは状況を比較検討したりせず、逡巡しないですぐに行動した。寄る辺ない

暮らしであったがヨセフらは満ち足りていた。なぜならば、真ん中に神の長子(ｲｴｽ)がいたから。 

ヨセフもマリアも、苦難を負ったが究極的には充足していた。遠い昔、荒野を旅したイスラエルの

民も苦難の旅にあって充足していた。神の長子(ﾓｰｾ)に導かれるがゆえに、そこでは神がなさることだ

けが起る。神の長子イエス・キリストと共に在る者は、キリストの聖霊を受けそれに動かされている。

それが私たちの願望や見通しと違っていても、確実に御心の内に在る。そのことこそ真の充足であり、

真の幸福ではないのか。私たちが不安でも絶対に守られる。ここに起こることは神の御心なのだから。 

神の長子であったがためにイエスは十字架で殺された。そんな方に従っていて大丈夫かい、と思う

だろうか。勘違いしないでほしい。十字架はそもそもイエスのものではなく、私たちのものなのだ。 

「わたしたちの古い自分がキリストと共に十字架につけられたのは、罪に支配された体が滅ぼされ、

もはや罪の奴隷にならないためであると知っている(ﾛﾏ 6:6)」。長子キリストと旅するだけに留まらず、

私たちは「キリストと一体になってその死の姿にあやかる(6:5)」。長子の死にあやかることで私たち

は「その復活の姿にもあやかれる(6:5)」。この生涯を超えてなお、私たちはキリストに従っていく。 

主はモーセに言った。「あなたに授けたすべての奇跡を、心してファラオの前で行うがよい。しかし、

私が彼の心をかたくなにする(出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 4:21)」。御心とは思えない苦難でも、その奥には御心がある。 

蝋燭一本の灯があれば闇に呑まれてしまうことはない 私のまわりがどんなに深い夜であろうとも 

蝋燭一本の慎ましさが心地よい 何をせずとも一人に一本ずつ蝋燭が在る あとは灯を手渡すだけ 

待降節の坂を降りきるとその底は降誕祭。これからは緩やかな登り坂で、少しずつ陽も長くなる。 

12/30(水)9:00～大掃除、その後餅つきをします。ご都合のつく方、気力ある方はご参加下さい。 

礼拝堂・集会所の住所：408-0012 山梨県北杜市高根町箕輪 2265-3   

連絡・問い合わせは牧師へ：408-0205 北杜市明野町浅尾新田 1324  TEL 0551-25-4008  

ﾒｰﾙ komechan.olive @ orange.zero.jp  HP は「日本基督教団八ヶ岳伝道所」で検索して下さい。 


